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小森陽一氏と平和を語り合おう

今こそ、平和について考える時ではないでしょうか。平和についてそれぞれの思いや、
平和についての実践など交流し、語り合いましょう。現在和光学園理事長で、
全国「九条の会」事務局長を務められている小森陽一氏にその語り合いに加わっていた
だきます。

基調を深める

私たちはのっぺりとした教師という「概念」として学校の中に存在することが求められて
います。いっぽうで生徒もまた、未熟で従順な生徒という「概念」であることが
求められます。保護者も同様です。しかし、「現実」の教師、生徒、保護者には肉体が
あり、家庭があり、感情があります。そして、それぞれの物語があります。その「概念」と
「現実」の間で教師、生徒、保護者は、日々引き裂かれています。しかし、それぞれの
物語が共鳴する時、教師、生徒、保護者は変容していきます。教師、生徒、保護者が
共鳴し合いながら変容していく、深く重層的な河上基調をさらに深く読み解いてみませ
んか？

フリースクール交流会

生活指導の知見をもとにつくってきたフリースクール、スコーレ･こうのす（旧スコーレ･
ムーンライト）の実践を紹介し、参加者の体験交流と意見交換をします。

対等な地平をつくる実践としての哲学対話

近年、続々と学校教育にとり入れられ、注目集めている哲学対話。哲学とは？対話
とは？哲学対話とは？実際に生徒たちが哲学対話に取り組むと、どのような変化があ
るのか？これらについて講師である堀越耀介さんにお話していただきます。
その後、交流会参加者同士で実際に哲学対話を体験します。学校での話し合い活動や、
「討議」とは一味変わった実践形式をこの機会にぜひ知っていただければと思います。

それでも『教師』を続けるために

「生徒のため」という言葉が教師の都合のいいように利用される時、どう抵抗すればい
いのだろう。「社会に出た時に困らないように」と服装や頭髪を取り締まり、「自治を大切
に」と指導を放棄する。「学校を変える」という言葉を安易に肯定するのではなく、その
目的は何かを考えたい。目の前の生徒の実態を直視することから学校の現状を問い返
したいが、同僚と向き合うことには大きな困難を伴う。ただ、生徒を蔑ろにする現状から
目を逸らしたとしても「わたし」の心は死んでしまう。「それでも教師を続けよう」と思え
るように、交流会で語り合いたい。

成城学園歴史散歩

「ブラタモリ」で案内役を務めた、成城学園教育研究所の岩田一正所長とともに学園内
を散策します。大正自由教育誕生の足跡をたどりながら、学校と保護者が
イチからつくり上げた「子どものための理想郷」に隠された秘密に迫ります。
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※宿舎情報……成城学園駅にはどうやら宿舎らしい宿舎はないようです。電車３０分以内で行き来できて便利
なのは、 新宿、下北沢、新百合ヶ丘、町田 辺りかと思われます（急行も止まる）。 新宿より、町田の方が安いで


